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【育成すべき資質・能力に基づくルーブリック】 

 

育成すべき資質・能力 レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ 

 

目指すべき 

生徒の将来像 

 

・進路実現に必要な学力 

与えられた知識や技能

を覚えたり体得したり

できる。 

与えられた問題や課題を

指示に従って活用でき

る。 

知識・技能を理解、体得

し、場面によって主体的

に活用できる。 

修得した知識・技能を主

体的に他の課題解決に

も応用できる。 

 

 

・柔軟な発想力 

世の中の事象に対して、

新しい観点でとらえよ

うとする姿勢がある。 

他者の助言のもとに、世

の中の事象に対して、新

しい観点でとらえようと

している。 

自らの発想力を駆使し

て、世の中に事象に対し

て、新しい観点でとらえ

て、仮説を提言すること

ができる。 

自らの発想力を駆使し

て、世の中の事象に対し

て、新しい観点でとらえ

て、仮説を実証すること

ができる。 

・科学技術への好奇心と探究

心および創造力 

授業や研究を通して、科

学技術の全般に触れ、理

解することができる。 

指示や支援を受けなが

ら、科学技術を理解し、

その奥深さを探求しよう

と行動することができ

る。 

科学技術について、独自

の発想を基に、自分の考

えを他者に対して説明す

ることができる。 

科学技術について、独自

の発想を基に、自分の考

えを他者に対して、検証

の筋道を踏まえて説明

することができる。 

・論理的な課題解決力 

与えられた課題に対し

て、既習の知識・技能を

用いて、検証の方法を選

択することができる。 

他者の助言のもとに、与

えられた課題に対して、

既習の知識・技能を用い

て、検証の方法を科学的

合理性に基づいて選択す

ることができる。 

自らの仮説を根拠とし

て、与えられた課題に対

して、既習の知識・技能

を組み合わせ、科学的に

検証することができる。 

自らの仮説を根拠とし

て、与えられた課題に対

して、既習の知識・技能

を組み合わせ、科学的に

立証することができる。 

 

・社会人としての責任感 

授業や研究を通して、科

学技術に関わる人材が

持つべき社会的な責任

に触れ、理解することが

できる。 

指示や支援を受けなが

ら、科学技術に関わる人

材が持つべき社会的な責

任に触れ、相応しい行動

をとることができる。 

科学技術に関わる人材が

持つべき社会的な責任を

理解し、他者に対して自

分の見解を伝えることが

できる。 

科学技術に関わる人材

が持つべき社会的な責

任を理解し、自分の科学

的倫理観に基づいて、自

分の見解を述べること

ができる。 

・豊かな人間性 

他者への礼儀・配慮を忘

れず、高校生として相応

しい言動・行動をするこ

とができる。 

他者の考えを受容・共有

しながら、高校生として

相応しい言動・行動をす

ることができる。 

他者との異なる意見を受

容・共有しながら、自ら

の意見を踏まえて、話し

合うことができる。 

お互いの意見を尊重し

ながら、社会的な公平性

を保ち、双方を尊敬でき

るような適正な判断を

することができる。 

・未来をひらく志 

将来の自分を思い描い

て、高校生活を送ること

ができる。 

他者の助言をもとに、将

来の自分を思い描いて、

自分に必要なものに気づ

くことができる。 

将来の自分を思い描い

て、自分に必要なものに

気づき、その習得に向け

て適切な行動をすること

ができる。 

将来の自分を思い描い

て、自らが立てた計画に

基づいて、段階的にその

実現に向けた行動をす

ることができる。 

【生徒／学校の現状】 

・特定の分野に強い興味関心をもち、探究心旺盛な生徒が多い。 

・国公立大学への進学を希望する生徒が多い。 

・研究活動等の先端的教育により科学技術人材育成に取り組んでいる。 

・進学指導推進校として、生徒の進路希望実現に向け取り組んでいる。 

【目指すべき生徒の将来像（２０年後の生徒の姿など）】 

世 界 で 活 躍 す る 科 学 者 ・ 技 術 者 

【教育目標】 

 

・科学技術への好奇心と探究心を育て、創造力を伸ばす。 

・進路実現に必要な学力を確実に育てる。 

・柔軟な発想力と論理的な課題解決力を育てる。 

・社会人としての責任感と豊かな人間性を育てる。 

・自らの可能性に気づかせ、未来をひらく志を育てる。 

【育成すべき資質・能力】 

【予想される社会の変化】 

AI などの進化により情報化社会が一層進展し、変化の激しい予測困難な社会になることが

考えられる。このような社会に対応するためには、自ら課題を発見し協働して解決策を考え

たり、思いや考えを基に創造したりする力が必要となる。 

 

・進路実現に必要な学力 

生きて働く「知識・技能」の習得 
 

・科学技術への好奇心と探究心および創造力 

・柔軟な発想力   ・論理的な課題解決力 

「思考力・判断力・表現力等」の育成 

未知の状況にも対応できる 

 

・社会人としての責任感 ・豊かな人間性 

・未来をひらく志 

「学びに向かう力・人間性等」の涵養 

学びを人生や社会に生かそうとする 

世 

界 

で 

活 

躍 

す 

る 

科 

学 

者 

・ 

技 

術 

者 

生
き
て
働
く
「
知
識
・

技
能
」
の
習
得 

未
知
の
状
況
に
も
対
応
で
き
る 

「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
」
の
育
成 

学
び
を
人
生
や
社
会
に
生
か
そ
う
と
す
る 

「
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
」
の
涵
養 


